
特定非営利活動法人日本栄養改善学会 関東・甲信越支部会  

第 20 期 令和 4 年度 第 1 回 幹事会 議事要旨 

 

日時：2022 年 10 月 16 日（日） 14：30～16：30 

ハイブリット開催：イオンコンパス東京八重洲会議室 

Zoom オンラインミーティング 

出席幹事 稲山貴代（支部長）、荒井裕介（副支部長、事務局）、石川祐一、藤田睦、竹内真理、小澤啓子、

堀端薫、水上由紀、山岸博之、鈴木一恵、古閑美奈子 

欠    席 （幹事）赤松利恵、武見ゆかり（監事）高田和子、田中弘之 

 

＜議事要旨＞  

1. 第 19 期（令和 3 年度）事業報告 

担当幹事より学術総会、市民公開講座について、実施経過、参加状況、参加者アンケート結果の報告が

あった。 

 

2.  第 19 期（令和 3 年度）会計報告、監査報告 

事務局より資料に基づき会計報告があった。監事による監査を行い、特段の指摘は受けていないことの

報告があった。 

 

3. 第 20 期（令和 4 年度）事業計画 

堀端学術総会担当幹事より実施要項案の提示があり、検討状況の説明があった。実施方法は 23 年 2

月 26 日（日）にライブ配信でシンポジウムを行い、その内容を 1 ヶ月程度オンデマンド配信する計画の説

明があった。参加受付、HP 作成、配信業務は業者委託することの説明があった。ライブ配信による経費と、

参加受付システム変更により、昨年より委託費が高くなる見込みであることの説明があった。参加費の入

金方法は、クレジットカード払いに加え、銀行振込を設けたほうが良いとの意見があり、その方向で検討す

ることになった。開催案内は栄養学雑誌 80 巻 6 号（22 年 12 月発行）に掲載する予定である。 

市民公開講座は、学術総会のシンポジウムの一部講演をオンデマンド配信する計画であり、詳細は今

後検討する予定であると説明があった。 

事務局より、学術総会の実施にあわせて、支部会総会をオンラインで開催する予定であることの説明が

あった。 

学術総会、市民公開講座の実施計画について、了承された。 

 

4. 第 20 期（令和 4 年度）予算 

事務局より資料に基づき、収入では今期より本部活動費は算出方法の変更があり、昨年比約 4 万円の

減額となったこと、支出では学術総会事業費がライブ配信等により昨年に比べての増額になっていること

の説明があった。予算案について、了承された。 

 

5． 第 21 期（令和 5 年度）事業計画 

第 10 回学術総会は市民公開講座同時開催とし、開催地として支部長より長野県開催が提案され、了

承された。開催県幹事より、長野県立大学を会場に、対面開催で検討していくことの発言があった。 

実践栄養学研究セミナー実施については、出席幹事から、実践栄養学の推進のために必要な事業で

あり、継続することが望ましい等の意見が多くあった。第 21 期は、研究の導入的な内容でセミナーを実施

することが了承された。担当幹事は引き続き検討となり、支部長一任で、必要に応じてメール審議を行うこ

とになった。 



チューターは前回に続き、若手の先生に依頼することとなり、幹事にはその推薦の依頼があった。 

事務局より、セミナーの開催方法について、他支部からも意見があり、学術担当理事や、将来構想を検

討する未来デザインチームでも検討していることの報告があり、その状況も踏まえて計画を検討していくこ

とになった。 

 

6.  第 72 回（2025 年）学術総会について 

支部長より、第 72 回学術総会は本支部会が担当であり、会長候補者の検討をしていることの説明が

あった。第 71 回の会長決定のスケジュールでは 5 月理事会での審議、9 月総会での推戴であったこと

から、次回幹事会（2 月）に報告できるよう候補者への依頼を行いたいことの説明があった。幹事には適

任者の推薦の依頼があった。 

 

7. 支部長会議報告等 

支部長会議に代理出席した副支部長より説明があった。 

支部会規程の改定があり、本部事業費の算出方法に変更があったことの説明があった。学会では未来

デザインチームを立ち上げて会員減対策の取り組みを行っていることの説明があった。追加で、学会では

入会勧誘のリーフレットを作成したことの紹介があった。 

 

8. その他 

 第 69 回学術総会「支部会間交流ひろば」報告 

小澤幹事より、セミナーでチューターを務めた長野県立大学の新保先生とともに、支部会活動紹

介を行い、セミナー実施等についての意見交換が行われたことの報告があった。資料として提示のあ

った支部会活動紹介スライドは全支部会分を動画にして準備ができ次第、本部ホームページで公開

予定であると説明があった。 

 

 支部会ホームページ運営 

事務局より今期は事務局で更新し、今後は外部委託も含めて検討することの報告があった。 

 

 次回幹事会の予定 

次回幹事会は、対面（ハイブリット）の予定で 23 年 2 月頃に開催することが提案され、了承され

た。今後日程調整を行うことになった。 

 

 


